極地研ニュース 41 by unknown



























ートラブル,エ ブリシング,オ ーケー」,国 際的無菌証
明を うけたようなものだ.次 の日は,パ ンツ以外は身 ぐ
るみ脱いで予めサイズを連絡し.準備してもらった極地
用防寒衣類の試着をした.毛 靴下の上に特殊長靴下を重






耐寒材入りのコー トを着る.頭 巾部分は毛皮付き,マ ー








26日朝,特 別機でクライス トチ ャーチ発,南 極大陸取
・っ付きのマクマード基地までC-130軍用輸送機で8時 間





い.ハ ガキを書いているうちにねむ くなりこれ幸 とねむ
り込んだ.同乗して来た米軍輸送司令ペ リガン大佐に肩
をゆすられて 目覚めた.私 が8ミ リカメラを持っている
のを知っている大佐はカメラを持って二階の操縦席へ来
いと言 う.まぶしい光,眼 下の氷海,遙 かに 見 え る大
陸,目 前に近 くエレバス火山が噴煙をゆっくりと吹き上




交代する観測隊と共に1年 分の食糧,燃 料,日 用品を送
り込む日本の観測体制を私は元南極観測本部長として当
然のことのように受けとめていた.だ が今,目 の前に起
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マクマ ー ド基地海氷飛 行場に立つ海部俊樹(左)
中村弘海(中)の 両衆議院議員 と村山雅美次長(右)ヘ
ロス海の魚釣リ.,
27日快晴,米 国はこの日を収穫感謝の 日として祝 う祭

















ヤ,直 下型で6～8度 のものだ.」とグラフを見 せ て説
明されたのには感心 した.だ が然 し,.うまくゆかないこ








たが矢張 り応答はない,と の連絡.や むを得ず激励の電
報を打って交信をあきらめた.
おわりに
氷河の先端の氷の洞窟へ滑 り下 りて,そ こに見た神秘
な青い光.ヘ リコプターで氷河を越えて突然展開したド




中で,そ のひとときに生きる人間の弱さ,だ った,自 然
の前には,常 に謙虚であらねばならぬ,と 言うことだっ
た.太 陽の沈まない夏.零 下30度の大気.植 物のない世








燃料 と救難体制確保のため,先 に,や まと山脈に到着し
ている雪上軍隊の支援を受けて12月1日～13日に旦って
行われた.主 なフライ トはセルロンダーネ山脈斜写真,
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テレメーター送信装置工事,マ リサ ット装置工事,雪 上
車組立工事などが精力的に行われた.隊 員達は持ちなれ
ないツルハシなどをふるって肉体労働者と化し真黒に日
焼けしてすっか りた くましくなった.新 設される施設,





































っていたが,熱 心な議論が続き,いずれのセ ッシ ョンも
時間を超過するとい う有様で,今 後は時間的余裕をもっ
たシンポジウムとしたい.な お,講 演論文は,当 研究所
発行の"Memoirs"　tC発表される予定である.
プ ロ グ ラ ム
I　POLEX-NORTH
1.冬 期北極圏カナダの雲と降水の特徴
武田喬男,藤 吉康志,岡 田菊夫(名 大 ・水
圏研)菊 地勝弘,坪 谷重行(北 大 ・理)
2,冬 期北極圏カナダの降雪雲のレーダーエコー構造
藤吉康志,武 田喬男(名 大 ・水圏研)
菊地勝弘(北 大 ・理)
3,冬 期北極圏カナダの降雪粒子
菊地勝弘,坪 谷重行,遊 馬芳雄(北 大 ・理)
武田喬男(名 大 ・水圏研)
4.冬期北極圏カナダの降雪の酸素同位体組成













中村 一,岸 保勘三郎(東 大 ・理)
10,南極大気の放射特性






和田 誠,山 内 恭,前 書爾(極地研)
古謝三行(気 象庁)
13.低気圧通過時のみずほ基地の気象変化
和田 誠,山 内 恭,前 督爾(極 地研)
塚村浩二(気 象庁)
14.南極みずほ基地の地表面放射収支
山内 恭,和 田 誠,前 膏雨(極 地研)
川口貞男(極 地研),塚村浩二(気 象庁)
15.南極みずほ基地における雪温観測
前 膏雨,和 田 誠,山 内 恭(極 地研)
16,分光器による南極大気の気柱水蒸気量









小野 晃(名 大 ・水圏研),伊藤朋之(気 象研)
19.南極エアロゾルの起源について
伊藤朋之(気 象研)
小野 晃(名 大 ・水圏研),岩井邦中(倍大 ・教)
20,南極昭和基地の大粒子zア ロゾルの放射化分析





岩坂泰信(名 大 ・水圏研),藤原玄夫(九 大 ・理)






































西尾文彦,和 田 誠,前 省爾(極 地研)
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『ああ武藤 ドクター』
1980年の 南極 の ミ ッド ウ
イ ン タ ーデ ィに あ た り,第
5次 隊25周年 を 伊`、λ湯 ケ島
温 泉 で賑 か に 祝 った.次 は
第7次 隊20周年,f可時 何 処
で?そ ろ そ ろ武 藤 さん と相
談 しな け れ ば と浮 き浮 き と
して 伊1、えか ら帰 って 来 た 時,
思 い もか け ず ドク タ_急 逝
の 知 らせ に 圷 を うた が った.
とる もの も と りあ え ず,久 しぶ りに 伺 った 横 浜 鶴 見 の お
宅 で,今 は あ の な つ か しい 声 が か え って 来 な い武 藤 さん
に お 目に か か って,や っ とそ うだ った の か と悲 しみ を こ
え たお 別 れ に な った の で あ った.前 の 晩 の 慈 恵 医 大 山 岳
部 の 会 合 で は,何 時 に な くきび し く後 輩 を 指 導 し,例 の
とお り御 機 嫌 で 帰 って 来 られ た と伺 っ ては,人 の い の ち
の はか なか さ を思 は ざ る を得 な か った.
武 藤 さん との 出 合 い は1953年の 初 夏,第3次 隊 の ドク
ター探 しの 折 だ った.山 の/LVId.1から 「谷川 岳 や 穂 高 岳 の
中Kpllfiをゴ ソゴ ソ登 って い た慈 恵 の カ ン ノ ン さん を 知
って い る だ ろ う.1度 あ ってみ ろ 」 と紹 介 され た,銀 座
の ラ イ オ ン ビヤ ホ ー ル で 夏 の 日盛 りに ジ ョ ッキ を何 杯 も
傾 け た のが 縁 で 私 とも南 極 とも 切 って も 切れ な いつ なが
りに な った の で あ る.
南 極 を こ よな く愛 した武 藤 さん程 逸 話 に とん だ人 は な
い だ ろ う.宗 谷 の巡 検 に は,元 海 軍 軍 医 少佐 自 ら掃 布 を
捧 げ 銃 の か た ち で 「観 測 隊 側 よろ し」 とや った もの だ.
タ ロ,ジ ロに 迎 え られ た 第3次 越 冬 が 給 った.海 軍 流 に
会 報 と呼 ん だ 会 議 に,1立 の ガ ソ リンの割 当 が 侃 々誇 々
の 議 論 に な った 時.あ の 「ア ッハ ッパ パ 」 の 笑 い声 で和
ん だ もの だ.酒 の つ き合 い の 良 い ドク タ ーは 終 電 車 な ど
気 に しな い,銀 座 か らで も断 然 歩 い て 帰 る とい う.何 時
もの こ と だか ら こ ち ら も驚 か なか った が 云 うこ とが 振 っ
あ ウ ソ あ
てい た.「 ともか く品川 宜 候 で西 に 向 う.も し行 く手 に






















































灯' 油 ・・34・16,935 30016,635
夏期隊員宿舎の浴室FRPラ イニング,給排水管,電
気配線などの工事を11月に実施し,12月にはパイプライ
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和基地(Syowa
11月(Nov,)
平 均 気 温(Meantemp.)(℃)_4.1
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)5.5
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)-12.8

























平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)　2.6
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　　 　　　　　 　　　　　 hum;dity　(%)
平 均風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　 　 　 　 　
speed,　10・min　mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速(Gust)　(m/s)





























日本 ・昭和基地間 のマ リサ ッ ト通信 システ ム
日本の南極観測隊で使用している無線局の数は,現 在










上車閲,航 空 機 と基 地 間 な どの 連 絡 に 用 い ら れ る.ま
た,こ れ らの 局 は,対 外 国 基 地 通 信 も行 う.最 も交 信 回
数 の 多 い の は モ ー ソ ン基 地 で,主 に 気 象 デ ー タの 交 信 を
月 に約170回も行 う.
連 絡用 を 除 い た 他 の ほ とん どの 無線 局 は,各 種 の 観 測
に 用 い られ る もの で,観 測 量 の 増 大 に 伴 い 次第 に そ の 数
を増 して い る.こ れ らは,実 験 局 と呼 ば れ,オ ー ロ ラ レ
ー ダ ー,ア イ ス レ ー ダ ー,バ イ オ テ レ メ ト リー,超 高 層
観 測 用 テ レ メ ト リーな どで あ る.ま た,気 象 部 門 で使 用
され る レ ー ウ ィ ン ゾ ンデ,低 層 ゾ ンデ な ど の無 線 機 は,
気 象援 助 局 と呼 ば れ 約90局あ る.
この 他 に,無 線 標 識局 と呼 ばれ る無 線 局 があ り,航 空
機 に位 置 を 知 らせ る た めの 方 向探 知 機,荒 天 時 な どの 雪
－L車走行 中 に,ル ー ト上 の 竹 の標 識 や ドラ ム缶 を 探 知 す
る た め の レー ダに利 用 され て い る.こ の よ うな 実 験 局,
無線 標 識 局 は,調 査 区域 の 拡 大,観 測 の テ レ メ ー タ化 な
どに よ り,今 後 ます ます 増 加 す る もの と思 わ れ る.
日本 と南 極 間 の 連 絡 は,電 離 層 の状 態 に 大 き く左 右 さ
れ,交 信 が 困 難 とな る こ とが 多 い.こ の た め,1981年2
月1日 か ら,海 事 衛 星(マ リサ ッ ト)を 用 い た 通 信 回線
が 南 極 基 地 で 始 め て 開設 され た.マ リサ ッ トに よ る 通信
は,こ れ ま で の短 波 通信 に比 べ,格 段 に 感度 が よ く,電
話,テ レ ッ クス,フ ァ クシ ミ リの通 信 が 行 え る.こ れ ま
での 電 報 に よる業 務 連絡 は,テ レ ック ス,フ ァク シ ミ リ
で行 わ れ る よ うに な る.
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